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【OTOSANを使う際のコツ】

1：OTOSANを使うときは、ほかの人に手伝って

もらうこと。家族や恋人がいる人は、膝枕をさせて

もらいながらOTOSANを押さえてもらおう。

2：耳に奥までしっかり入れる。隙間が開いている

と煙が逃げてしまい効果が半減してしまう。

3：左右の耳にOTOSANを1本ずつ使う。気持ち

がいいからといって何回も使ってはだめ。月に1回

で十分なのだ。

OTOSANというものをご存じだろうか。スチュ

ワーデスが海外のお土産として買って帰ったの

がはじまりで、ジワジワとその存在が広まり、

今ではテレビや雑誌でも度々取り上げられるほ

ど注目されている健康器具なのだ。

筒型のロウソクみたいなものを燃やして耳にあ

てると、煙突作用と熱で老廃物と沈着物が取

れて耳スッキリ。さらに、お灸と同じような作

用で血液の循環を促進し、頭スッキリ。パソコ

ンのモニターを長時間見ていて頭が痛くなった

ときにも使えるぞ。

さっそく、OTOSANを輸入、販売しているヒ

ロ電資株式会社にうかがい、使う際のポイント

を教えてもらった。
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【製品名】OTOSAN 【輸入元】ヒロ電資株式会社
【販売元】OTO Tel.045-981-0754 Tel.045-981-1305
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炎のついたものを耳に入れるなんて、恐いと思うかもしれない
が、ぜんぜん熱くないので安心してほしい。けっこう激しく燃
えるが、ホンワカ暖かい程度にしか感じない。この顔を見ても
らえば分かると思うが、けっこう気持ちいいのだ。OTOSANを
使う前と後では、確かに耳にスッキリ感がある。心なしか音も
良く聞こえるようだ。この感覚は試した人しか分からない。

1箱に2本のOTOSANが入っていて
1200円。月に1回しか使わないこと
を考えて、このスッキリ感が味わえ
るとなればそう高くもない。

炎は根本までくれば自然に消えるが、
念のため水の入ったコップを用意し
ておこう。

長時間パソコンに向かっていると肩がこったり腰が痛くなったりする。ネットサ

ーフィンをしていてページがなかなか表れないとイライラする。インターネット

マガジンの読者の中にも心当たりのある人がいるのでは？このコーナーでは、

そんな悩みを抱えている人のために「心と体を癒してくれる」便利なグッズや楽

しいアイテムを紹介しよう。
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